
(57)【要約】

【課題】醗酵槽内の被処理物から発生する水蒸気を水蒸

気や臭気を醗酵棟内に拡散させることなく発生直後に捕

集し、しかも被処理物中に含まれる水分量の調整を可能

とすることにより、醗酵処理の迅速化と高効率化を図る

とともに、水蒸気が結露することによる建物への影響を

低減する、醗酵処理法と醗酵装置とを提供する。

【解決手段】醗酵槽の上部開口をカバー体によって覆い

、醗酵槽内に堆積された被処理物の表面とカバー体裏面

との間に、醗酵熱によって被処理物から発生した水蒸気

の拡散防止空間を形成する。醗酵槽本体の上部両側にコ

ンクリート製のダクトを連設し、その開口部を醗酵槽本

体の側壁上部に醗酵槽本体の長さ方向に沿って形成して

拡散防止空間と連通させ、水蒸気を拡散防止空間から開

口部を通り、排気ダクトに吸引させる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
醗 酵 槽 内 に 堆 積 さ れ た 腐 敗 性 廃 棄 物 よ り 成 る 被 処 理 物 を 醗 酵 処 理 す る 方 法 で あ っ て 、
醗 酵 槽 の 上 部 開 口 を 、 カ バ ー 体 に よ っ て 覆 い 、
醗 酵 槽 内 に 堆 積 さ れ た 被 処 理 物 の 表 面 と カ バ ー 体 裏 面 と の 間 に 、 醗 酵 熱 に よ っ て 被 処 理 物
か ら 発 生 し た 水 蒸 気 の 拡 散 防 止 空 間 を 形 成 し 、
上 記 水 蒸 気 を 、 こ の 拡 散 防 止 空 間 を 介 し て 醗 酵 槽 外 部 に 排 出 さ せ る よ う に し た 、
こ と を 特 徴 と す る 醗 酵 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 醗 酵 処 理 方 法 に お い て 、
　 前 記 カ バ ー 体 は 、 切 返 し 手 段 が カ バ ー 体 本 体 の 内 側 に 潜 り 込 ん で 醗 酵 槽 開 口 端 を 往 復 動
す る の を 許 容 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 醗 酵 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 醗 酵 処 理 方 法 に お い て 、
前 記 拡 散 防 止 空 間 内 の 水 蒸 気 を 、 醗 酵 槽 両 側 壁 上 部 に 拡 散 防 止 空 間 と 連 通 す る 開 口 部 を 持
つ 排 気 路 か ら 吸 引 し て 、 醗 酵 槽 外 部 に 排 出 さ せ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 醗 酵 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 カ バ ー 体 は 、 醗 酵 槽 の 上 部 開 口 を 開 口 端 近 傍 で ほ ぼ 水 平 に 覆 う 基 本 位 置 か ら 、 内 側 に
切 返 し 手 段 が 潜 り 込 ん で 醗 酵 槽 を 移 動 す る の に 伴 っ て 部 分 的 に 上 方 に 広 が り 、 切 返 し 手 段
の 通 過 後 、 上 記 基 本 位 置 に 自 動 復 帰 す る 、
　 請 求 項 ２ 記 載 の 醗 酵 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 カ バ ー 体 は 、 醗 酵 槽 の 幅 方 向 へ の 伸 縮 性 に よ っ て 、 前 記 切 返 し 手 段 の 通 過 す る 部 位
が 前 記 基 本 位 置 か ら 上 方 に 広 が る 位 置 へ と 変 位 す る 、
　 請 求 項 ４ 記 載 の 醗 酵 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 排 気 路 の 開 口 部 を 醗 酵 槽 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 連 続 も し く は 不 連 続 に 形 成 し 、 拡 散 防 止
空 間 の 水 蒸 気 の 捕 集 量 を 醗 酵 槽 の 長 さ 方 向 に お い て 調 整 す る 、
請 求 項 ３ 記 載 の 醗 酵 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 排 気 路 は 、 開 口 部 が 醗 酵 槽 の 長 さ 方 向 に 連 続 す る と も に 部 分 的 な 閉 塞 手 段 を 有 し 、
開 口 部 を 醗 酵 度 合 い に 応 じ て 上 記 閉 塞 手 段 に よ っ て 閉 塞 す る こ と に よ り 、 醗 酵 槽 内 の 当 該
部 分 の 水 蒸 気 の 吸 引 量 を 調 整 す る 、
　 請 求 項 ３ も し く は ６ 記 載 の 醗 酵 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 醗 酵 槽 本 体 内 に 堆 積 さ れ た 腐 敗 性 廃 棄 物 よ り 成 る 被 処 理 物 に 醗 酵 に 必 要 な 空 気 ま た は 空
気 及 び 水 分 を 供 給 す る 手 段 と 、
　 被 処 理 物 を 切 り 返 す 切 返 し 手 段 と 、
醗 酵 槽 の 上 部 開 口 を 覆 い 、 醗 酵 槽 内 に 堆 積 さ れ た 被 処 理 物 の 表 面 と 間 に 醗 酵 熱 に よ っ て 被
処 理 物 か ら 発 生 し た 水 蒸 気 の 拡 散 防 止 空 間 を 形 成 す る 、 カ バ ー 体 と 、
　 醗 酵 槽 の 両 側 に 長 さ 方 向 に 連 続 も し く は 不 連 続 に 開 口 し 、 上 記 拡 散 防 止 空 間 と 連 通 す る
排 気 路 と 、
　 拡 散 防 止 空 間 内 の 水 蒸 気 を 排 気 路 か ら 吸 引 し て 外 部 に 排 出 す る 吸 引 手 段 と を 備 え る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 醗 酵 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ８ 記 載 の 醗 酵 処 理 装 置 に お い て 、
前 記 切 返 し 手 段 は 、 醗 酵 槽 の 開 口 端 に 沿 っ て 醗 酵 槽 の 長 手 方 向 に 往 復 動 し 、
前 記 カ バ ー 体 は 、 醗 酵 槽 の 被 処 理 物 投 入 口 端 に 近 い 部 分 を 除 く 醗 酵 槽 の 排 出 端 に 至 る ま で
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の 醗 酵 槽 の 上 部 開 口 を そ の 長 手 方 向 及 び 幅 方 向 の 全 体 に わ た っ て 覆 い 、 上 部 開 口 を 開 口 端
近 傍 で ほ ぼ 水 平 に 覆 う 基 本 位 置 か ら 、 カ バ ー 体 内 側 に 切 返 し 手 段 が 潜 り 込 ん で 醗 酵 槽 を 移
動 す る の に 伴 っ て 部 分 的 に 上 方 に 広 が り 、 切 返 し 手 段 の 通 過 後 、 上 記 基 本 位 置 に 自 動 復 帰
す る 、 表 面 広 が り 性 を 備 え る 、
こ と を 特 徴 と す る 醗 酵 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 カ バ ー 体 は 、 両 側 端 を 醗 酵 槽 両 側 壁 の 上 端 部 に 固 定 さ れ 、 醗 酵 槽 の 幅 方 向 へ の 伸 縮
性 に よ っ て 、 前 記 切 返 し 手 段 の 通 過 す る 部 位 が 前 記 基 本 位 置 か ら 上 方 に 広 が る 位 置 へ と 変
位 す る 、
　 請 求 項 ９ 記 載 の 醗 酵 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 カ バ ー 体 は 、 醗 酵 槽 の 幅 方 向 に 伸 縮 自 在 な カ バ ー 片 を 醗 酵 槽 の 長 さ 方 向 に 多 数 連 設
し て 成 る 、
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 醗 酵 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 切 返 し 手 段 は 、 全 体 が フ ー ド に よ っ て 覆 わ れ 、 前 記 カ バ ー 体 の 下 側 に 潜 り 込 ん で 、
醗 酵 槽 本 体 の 天 端 部 に 敷 設 し た レ ー ル に 沿 っ て 自 走 す る 、
　 請 求 項 ９ 記 載 の 醗 酵 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 排 気 路 は 、 醗 酵 槽 本 体 の 上 部 両 側 に 一 連 に 形 成 さ れ た コ ン ク リ ー ト 製 の ダ ク ト で 、
醗 酵 槽 本 体 の 側 壁 上 部 に 醗 酵 槽 本 体 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 開 口 部 に よ っ て 前 記 拡
散 防 止 空 間 と 連 通 す る 、
　 請 求 項 ８ も し く は ９ 記 載 の 醗 酵 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 排 気 路 は 、 醗 酵 槽 両 側 に 形 成 さ れ た 開 口 部 を 長 さ 方 向 に 部 分 的 に 閉 塞 す る た め の 閉
塞 手 段 を 備 え る 、
　 請 求 項 １ ３ 記 載 の 醗 酵 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 醗 酵 槽 を 用 い た 醗 酵 処 理 方 法 と こ れ に 用 い ら れ る 装 置 に 関 し 、 詳 し く は 、 主 と
し て 、 醗 酵 に 伴 い 発 生 す る 水 蒸 気 を 迅 速 に 捕 集 す る と と も に そ の 捕 集 量 を 制 御 す る こ と に
よ り 、 被 処 理 物 中 に 含 ま れ る 水 分 量 を 調 整 し 、 効 率 良 く 醗 酵 処 理 を 行 う 方 法 と 装 置 に 関 す
る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 醗 酵 槽 を 用 い て 腐 敗 性 廃 棄 物 た る 被 処 理 物 の 醗 酵 処 理 を 行 う 場 合 、 一 般 に 、 図 　 　 に 示
す よ う に 、 醗 酵 棟 内 に 設 置 し た 醗 酵 槽 に 被 処 理 物 を 堆 積 し 、 例 え ば 掻 き 揚 げ 部 材 付 き の コ
ン ベ ア 式 切 返 し 装 置 を 醗 酵 槽 の 投 入 端 か ら 排 出 端 に か け て 長 手 方 向 に 往 復 走 行 さ せ 、 切 返
し を 行 い な が ら 被 処 理 物 を 順 次 排 出 端 側 に 移 動 さ せ る よ う に し て い る 。 醗 酵 槽 内 の 被 処 理
物 は 、 移 動 に 伴 い 、 醗 酵 前 期 、 醗 酵 中 期 、 及 び 醗 酵 後 期 の 被 処 理 物 と な り 、 最 終 的 に 醗 酵
産 物 と し て 取 出 さ れ る 。
醗 酵 槽 内 で 醗 酵 を 効 率 良 く 行 う に は 、 各 醗 酵 過 程 で 、 被 処 理 物 に 十 分 な 空 気 が 供 給 さ れ る
と と も に 被 処 理 物 の 水 分 量 を 調 整 す る 必 要 が あ る 。 空 気 の 供 給 は 、 上 記 切 返 し に よ る 大 気
接 触 と 、 醗 酵 槽 の 下 方 や 側 方 か ら の 強 制 的 送 気 を 採 用 可 能 で あ る こ と か ら 、 こ れ を 制 御 す
る こ と は 必 ず し も 困 難 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 醗 酵 槽 内 で の 被 処 理 物 の 水 分 調 整 は 、 専 ら 、 醗 酵 熱 に よ る 水 蒸 気 の 蒸 散 に 頼 ら ざ る
を 得 な い 。 醗 酵 槽 は 上 部 開 口 が 開 放 さ れ て い る た め 、 醗 酵 に 伴 っ て 発 生 す る 水 蒸 気 は 、 そ
の ま ま 醗 酵 棟 内 に 自 然 放 散 さ れ る 。 こ う し た 自 然 放 散 は 、 水 蒸 気 の 蒸 散 量 が 醗 酵 棟 内 の 大
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気 環 境 に よ っ て 大 き く 左 右 さ れ 、 各 醗 酵 過 程 に お け る 被 処 理 物 の 水 分 調 整 が 容 易 で な い 。
例 え ば 、 醗 酵 槽 内 の 被 処 理 物 表 面 は 常 温 の 大 気 と 常 時 接 触 し て い る た め 、 冬 場 の よ う に 温
度 が 低 い 場 合 に は 、 水 蒸 気 の 一 部 が 被 処 理 物 表 面 に 結 露 し て 被 処 理 物 表 面 を 内 部 と は 異 な
る 湿 潤 状 態 に す る 。 こ の 結 果 、 水 蒸 気 の 放 散 が 妨 げ ら れ 、 品 温 と 水 蒸 気 蒸 散 量 の 低 下 か ら
醗 酵 を 遅 ら せ る 要 因 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ れ を 防 止 す る 一 つ の 手 段 と し て 、 化 石 燃 料 や ヒ ー タ な ど を 用 い て 被 処 理 物 を 外 部 的 に 加
熱 あ る い は 加 温 す る こ と が 考 え ら れ る 。 特 許 文 献 １ に は 、 比 較 的 小 型 の 醗 酵 槽 で は あ る が
、 醗 酵 槽 に 外 部 光 熱 源 を 採 り 入 れ る た め の 採 光 手 段 を 設 け る 一 方 、 醗 酵 槽 内 部 に こ の 採 光
手 段 か ら 採 り 入 れ ら れ た 熱 を 蓄 熱 す る た め の 蓄 熱 手 段 （ 蓄 熱 媒 体 等 ） を 設 け る よ う に し た
醗 酵 促 進 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 醗 酵 槽 内 の 被 処 理 物 か ら 放 散 さ れ る 水 蒸 気 は 、 多 大 な 量 に な る 。 放 散 さ れ た 水 蒸
気 は 、 拡 散 し 、 建 屋 の 骨 組 材 や 構 造 材 の 表 面 だ け で な く 隙 間 に 入 り 込 ん で 結 露 し 、 建 物 の
耐 久 性 を 損 な う 。 醗 酵 棟 の 換 気 口 や 窓 あ る い は 出 入 り 口 を 介 し て 棟 外 に 放 出 す る に も 限 り
が あ る 。 臭 気 の 放 出 が 公 害 問 題 と な る 市 街 地 周 辺 の 醗 酵 棟 で は 、 醗 酵 棟 を 閉 め 切 っ て 醗 酵
処 理 を 行 わ な け れ ば な ら な い こ と か ら 、 水 蒸 気 と 臭 気 の 捕 集 手 段 を 設 け 、 こ れ に 対 応 し て
い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
特 許 文 献 ２ に は 、 堆 肥 棟 内 を 大 気 中 へ 開 放 す る 換 気 通 路 に 、 大 気 側 へ 向 け て 送 風 す る 送 気
手 段 と フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト と を 設 け 、 送 気 手 段 の 送 風 能 力 を 発 生 す る ガ ス 量 に 応 じ て 大 小 に
調 節 可 能 と し た 堆 肥 棟 の 除 臭 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。
ま た 、 特 許 文 献 ３ に は 、 醗 酵 槽 の 上 方 に 臭 気 捕 集 フ ー ド を 設 置 し 、 発 生 し た 臭 気 を こ の 臭
気 捕 集 フ ー ド か ら 換 気 口 を 経 て 脱 臭 装 置 に 導 く よ う に し た 技 術 が 提 案 さ れ て い る 。
　 こ れ ら の 先 行 技 術 は い ず れ も 臭 気 の 捕 集 を 主 目 的 と す る も の で あ る が 、 水 蒸 気 も 併 せ て
捕 集 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 公 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ６ ３ ５ ６ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 公 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ５ ０ ２ ９ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 許 公 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ３ ４ ７ ８ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 水 蒸 気 の 蒸 散 量 や 醗 酵 熱 を 維 持 す る た め に 、 熱 源 を 醗 酵 槽 外 も し く は 醗 酵 槽 内 に
配 設 す る 技 術 は 、 設 備 に 費 用 が か か る ば か り で な く 比 較 的 頻 繁 な メ ン テ ナ ン ス も 必 要 と な
り 、 し か も ラ ン ニ ン グ コ ス ト が 嵩 む 。 ま た 、
　 ま た 、 水 蒸 気 や 臭 気 は 、 醗 酵 槽 上 部 の 広 い 開 口 か ら 一 旦 放 散 さ れ る と 、 醗 酵 棟 内 空 間 の
全 域 に 拡 散 す る 。 こ の た め 、 醗 酵 棟 内 空 間 の 一 領 域 に 換 気 通 路 や 臭 気 捕 集 フ ー ド を 配 設 し
、 吸 引 手 段 に よ っ て 吸 引 し た と し て も 、 捕 集 で き な い 水 蒸 気 や 臭 気 が 残 り 、 こ れ ら が 徐 々
に 醗 酵 棟 内 空 間 に 蓄 積 さ れ 、 醗 酵 棟 内 空 間 に 充 満 す る こ と に な る 。 い っ た ん 、 醗 酵 棟 内 に
充 満 し た 水 蒸 気 や 臭 気 は 、 ま す ま す 捕 集 が 困 難 と な る 。
捕 集 に あ た り 、 吸 引 力 を 高 め る た め 大 容 量 の 吸 引 手 段 を 用 い る と し て も 、 水 蒸 気 の 蒸 散 量
を 制 御 す る に は 至 ら な い ば か り で な く 、 依 然 と し て 捕 集 し き れ な い 水 蒸 気 や 臭 気 が 多 く 残
り が ち で 、 電 気 代 な ど の ラ ン ニ ン グ コ ス ト も 嵩 む こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 従 来 の 醗 酵 槽 を 用 い た 醗 酵 処 理 技 術 が 抱 え る 上 記 し た 問 題 点 を 解 消 す
る こ と に あ る 。
す な わ ち 、 本 発 明 は 、 醗 酵 槽 内 の 被 処 理 物 か ら 発 生 す る 水 蒸 気 を 水 蒸 気 や 臭 気 を 醗 酵 棟 内
に 拡 散 さ せ る こ と な く 発 生 直 後 に 捕 集 し 、 し か も 被 処 理 物 中 に 含 ま れ る 水 分 量 の 調 整 を 可
能 と す る こ と に よ り 、 醗 酵 処 理 の 迅 速 化 と 高 効 率 化 を 図 る と と も に 、 水 蒸 気 が 結 露 す る こ
と に よ る 建 物 へ の 影 響 を 低 減 す る こ と の で き る 、 醗 酵 処 理 法 と 醗 酵 装 置 と を 提 供 せ ん と す
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る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 次 の 構 成 を 備 え る 。
す な わ ち 、 本 発 明 方 法 は 、 醗 酵 槽 内 に 堆 積 さ れ た 腐 敗 性 廃 棄 物 よ り 成 る 被 処 理 物 を 効 率 良
く 醗 酵 処 理 す る 方 法 で あ る 。 具 体 的 に は 、 醗 酵 槽 の 上 部 開 口 を 、 カ バ ー 体 に よ っ て 覆 い 、
醗 酵 槽 内 に 堆 積 さ れ た 被 処 理 物 の 表 面 と カ バ ー 体 裏 面 と の 間 に 、 醗 酵 熱 に よ っ て 被 処 理 物
か ら 発 生 し た 水 蒸 気 の 拡 散 防 止 空 間 を 形 成 す る 。 そ し て 、 水 蒸 気 を 、 こ の 拡 散 防 止 空 間 を
介 し て 醗 酵 槽 外 部 に 排 出 さ せ る も の で あ る 。
な お 、 こ こ で 拡 散 防 止 空 間 か ら 捕 集 、 排 出 さ れ る 水 蒸 気 は 、 臭 気 成 分 を も 含 む も の で あ る
。 請 求 項 ７ 以 下 の 装 置 に お い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 方 法 に お い て 被 処 理 物 を 切 り 返 す 切 返 し 手 段 は 、 別 段 制 限 さ れ る も の で は な い 。
例 え ば 、 醗 酵 槽 開 口 上 端 に 配 設 し た レ ー ル に 沿 っ て 往 復 動 す る 走 行 式 の 切 返 し 装 置 の 場 合
、 カ バ ー 体 の 下 に 潜 り 込 ん で 醗 酵 槽 内 を 往 復 動 す る 。 醗 酵 槽 内 を 転 動 す る 切 返 し 装 置 の 場
合 、 カ バ ー 体 の 下 方 に 位 置 し て 往 復 動 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 カ バ ー 体 は 、 醗 酵 槽 の 被 処 理 物 投 入 口 端 に 近 い 部 分 を 除 く 醗 酵 槽 の 排 出 端 に 至 る ま で の
醗 酵 槽 の 上 部 開 口 を 、 そ の 長 手 方 向 及 び 幅 方 向 の 全 体 に わ た っ て 覆 う 。
切 返 し 手 段 が 醗 酵 槽 内 に 位 置 す る も の の 場 合 、 カ バ ー 体 は 、 単 な る シ ー ト 材 で 良 い 。 切 返
し 手 段 が 醗 酵 槽 の 開 口 端 に 位 置 す る も の の 場 合 、 カ バ ー 体 は 、 上 部 開 口 を 開 口 端 近 傍 で ほ
ぼ 水 平 に 覆 う 基 本 位 置 か ら 、 カ バ ー 体 内 側 に 切 返 し 手 段 が 潜 り 込 ん で 醗 酵 槽 を 移 動 す る の
に 伴 っ て 部 分 的 に 上 方 に 広 が り 、 切 返 し 手 段 の 通 過 後 、 上 記 基 本 位 置 に 自 動 復 帰 す る 、 表
面 広 が り 性 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
表 面 広 が り 性 を 持 つ カ バ ー 体 は 、 例 え ば 、 醗 酵 槽 の 幅 方 向 へ の 伸 縮 性 を 有 す る シ ー ト 材 に
よ っ て 形 成 さ れ る 。 構 造 的 に は 、 幅 方 向 に 蛇 腹 状 を 成 す も の な ど が 採 用 可 能 で あ る 。 蛇 腹
の 伸 縮 性 に よ っ て 、 切 返 し 手 段 の 通 過 す る 部 位 の み が 基 本 位 置 か ら 上 方 に 広 が る 位 置 へ と
変 位 す る 。 長 さ 方 向 へ の 伸 縮 性 を 持 つ こ と は 必 ず し も 必 要 で は な い が 、 長 さ 方 向 へ の 撓 み
性 を 有 す る 。
ま た 、 上 記 し た 表 面 広 が り 性 は 、 必 ず し も 幅 方 向 へ の 伸 縮 性 を 有 し な い シ ー ト 材 に よ っ て
も 構 成 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 カ バ ー 体 の 一 側 端 を 醗 酵 槽 の 所 定 位 置 に 固 定 す る 一 方 、 他 端
を フ リ ー に す る と と も に 切 返 し 手 段 の 通 過 後 は 醗 酵 槽 上 部 開 口 を 覆 っ て い る 部 分 が 前 記 基
本 位 置 に 復 帰 し 得 る よ う 弾 性 的 に あ る い は 錘 に よ っ て 負 荷 を か け て お く 構 造 で あ っ て も 良
い 。
カ バ ー 体 と し て 用 い ら れ る 素 材 は 、 例 え ば 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な ど で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
拡 散 防 止 空 間 内 の 水 蒸 気 は 、 例 え ば 醗 酵 槽 両 側 壁 上 部 に 拡 散 防 止 空 間 と 連 通 す る 開 口 部 を
持 つ 排 気 路 か ら 吸 引 し て 、 醗 酵 槽 外 部 に 排 出 さ せ る 。
排 気 路 の 開 口 部 は 、 醗 酵 槽 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 連 続 も し く は 不 連 続 に 形 成 さ れ 、 拡 散 防 止
空 間 の 水 蒸 気 の 捕 集 量 が 醗 酵 槽 の 長 さ 方 向 に お い て 調 整 さ れ る 。 排 気 路 に は 、 開 口 部 に 部
分 的 な 閉 塞 手 段 を 設 け 、 醗 酵 度 合 い に 応 じ て 閉 塞 手 段 に よ っ て 開 口 部 を 一 部 閉 塞 す る こ と
に よ り 、 醗 酵 槽 内 の 当 該 部 分 の 水 蒸 気 の 吸 引 量 を 調 整 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 装 置 は 、 次 の 構 成 を 備 え る 。
す な わ ち 、 醗 酵 槽 本 体 内 に 堆 積 さ れ た 腐 敗 性 廃 棄 物 よ り 成 る 被 処 理 物 に 醗 酵 に 必 要 な 空 気
ま た は 空 気 及 び 水 分 を 供 給 す る 手 段 と 、 被 処 理 物 を 切 り 返 す 切 返 し 手 段 と 、 醗 酵 槽 の 上 部
開 口 を 覆 い 、 醗 酵 槽 内 に 堆 積 さ れ た 被 処 理 物 の 表 面 と 間 に 醗 酵 熱 に よ っ て 被 処 理 物 か ら 発
生 し た 水 蒸 気 の 拡 散 防 止 空 間 を 形 成 す る 、 カ バ ー 体 と 、 醗 酵 槽 の 両 側 に 長 さ 方 向 に 連 続 も
し く は 不 連 続 に 開 口 し 、 上 記 拡 散 防 止 空 間 と 連 通 す る 排 気 路 と 、 拡 散 防 止 空 間 内 の 水 蒸 気
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を 排 気 路 か ら 吸 引 し て 外 部 に 排 出 す る 吸 引 手 段 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 切 返 し 手 段 が 、 醗 酵 槽 の 開 口 端 に 沿 っ て 醗 酵 槽 の 長 手 方 向 に 往 復 動 す る 装 置 で は 、
カ バ ー 体 は 、 醗 酵 槽 の 被 処 理 物 投 入 口 端 に 近 い 部 分 を 除 く 醗 酵 槽 の 排 出 端 に 至 る ま で の 醗
酵 槽 の 上 部 開 口 を そ の 長 手 方 向 及 び 幅 方 向 の 全 体 に わ た っ て 覆 い 、 上 部 開 口 を 開 口 端 近 傍
で ほ ぼ 水 平 に 覆 う 基 本 位 置 か ら 、 カ バ ー 体 内 側 に 切 返 し 手 段 が 潜 り 込 ん で 醗 酵 槽 を 移 動 す
る の に 伴 っ て 部 分 的 に 上 方 に 広 が り 、 切 返 し 手 段 の 通 過 後 、 上 記 基 本 位 置 に 自 動 復 帰 す る
、 表 面 広 が り 性 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
カ バ ー 体 は 、 醗 酵 槽 の 幅 方 向 に 伸 縮 自 在 な カ バ ー 片 を 醗 酵 槽 の 長 さ 方 向 に 多 数 連 設 し て 成
る も の が 望 ま し い 。 長 さ 方 向 の 伸 縮 性 は 必 ず し も 必 要 で な い が 、 あ っ て も 構 わ な い 。
カ バ ー 体 は 、 両 側 端 を 醗 酵 槽 本 体 の 天 端 部 も し く は そ の 外 側 端 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 カ バ ー 体 の 下 側 に 潜 り 込 ん で 走 行 す る 切 返 し 手 段 は 、 水 蒸 気 と の 接 触 を 避 け る た め 、 全
体 を フ ー ド に よ っ て 覆 う よ う に す る と 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 排 気 路 は 、 醗 酵 槽 本 体 の 上 部 両 側 に 一 連 に 形 成 さ れ た コ ン ク リ ー ト 製 の ダ ク ト に よ っ て
構 成 し 、 醗 酵 槽 本 体 の 側 壁 上 部 に 醗 酵 槽 本 体 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 開 口 部 に よ っ
て 拡 散 防 止 空 間 と 連 通 さ せ る こ と が 望 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 次 の 効 果 を 奏 す る 。
　 醗 酵 槽 の 上 部 開 口 を カ バ ー 体 に よ っ て 覆 う こ と に よ り 、 被 処 理 物 表 面 の 上 方 に 被 処 理 物
よ り 発 生 す る 臭 気 成 分 を 含 む 水 蒸 気 の 拡 散 防 止 空 間 を 形 成 し 、 水 蒸 気 を こ の 拡 散 防 止 空 間
か ら 醗 酵 槽 外 部 に 排 出 さ せ る よ う に し た の で 、 水 蒸 気 や 臭 気 を 醗 酵 棟 内 空 間 に 放 散 さ せ る
が こ と な い 。 し か も 、 水 蒸 気 は 、 発 生 直 後 に 拡 散 防 止 空 間 よ り 外 部 に 排 出 さ れ る の で 、 効
率 良 く 補 修 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
拡 散 防 止 空 間 は 、 水 蒸 気 や 臭 気 が 滞 留 す る 間 も な く 外 部 に 排 出 さ れ 、 し か も 醗 酵 熱 の 輻 射
熱 に よ っ て 暖 め ら れ た 空 間 に な る こ と か ら 、 水 蒸 気 が 被 処 理 物 表 面 で 結 露 し に く く な り 、
被 処 理 物 表 面 あ る い は カ バ ー 体 裏 面 に も 結 露 を 生 じ に く い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
水 蒸 気 は 、 発 生 す る か た わ ら 拡 散 防 止 空 間 か ら 素 早 く 醗 酵 槽 外 に 導 か れ 、 醗 酵 熱 も 処 理 槽
か ら 逃 げ に く く な る の で 、 醗 酵 を 阻 害 す る 外 的 要 因 が 少 な く な り 、 醗 酵 処 理 の 短 縮 化 を 図
る こ と が で き る 。 ま た 、 拡 散 防 止 空 間 へ の 吸 引 力 を 調 整 す る こ と に よ り 、 被 処 理 物 表 面 の
乾 燥 度 合 い を 調 整 で き 、 醗 酵 処 理 の 適 正 化 に 貢 献 で き る 。 更 に 、 醗 酵 槽 側 面 の 排 気 路 開 口
を 部 分 的 に 閉 塞 可 能 と す る こ と に よ り 、 上 記 吸 引 量 の 調 整 と あ い ま っ て 醗 酵 度 合 い に 応 じ
た 水 分 調 整 が 可 能 と な り 、 よ り 適 切 な 醗 酵 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
醗 酵 棟 内 の 広 い 空 間 に 拡 散 し た 水 蒸 気 や 臭 気 を 捕 集 す る の と は 異 な り 、 狭 い 拡 散 防 止 空 間
か ら 水 蒸 気 や 臭 気 を 捕 集 す る の で 、 従 来 ほ ど に 大 容 量 の 吸 引 手 段 を 使 用 す る 必 要 が な く な
り 、 プ ラ ン ト 全 体 の 製 造 費 用 及 び ラ ン ニ ン グ コ ス ト の 低 減 に 貢 献 で き る 。 ま た 、 醗 酵 槽 に
機 構 部 材 を 設 置 す る も の で も な い か ら 、 メ ン テ ナ ン ス も 必 要 最 小 限 で 済 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
醗 酵 棟 内 に 水 蒸 気 が 拡 散 す る こ と が な い の で 、 結 露 に よ る 醗 酵 棟 の 耐 久 性 を 損 な う 要 因 を
取 り 除 き 、 建 物 の 耐 用 年 数 を 一 般 の 建 物 と 同 等 に 維 持 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
カ バ ー 体 を 伸 縮 自 在 な 素 材 に よ っ て 形 成 す る こ と に よ り 、 醗 酵 槽 の 天 端 に 敷 設 し た レ ー ル
に 案 内 さ れ て 走 行 す る 自 動 切 返 し 装 置 を 使 用 す る こ と が で き る 。
ま た 、 カ バ ー 体 は 、 醗 酵 槽 の 幅 方 向 に 伸 縮 自 在 な カ バ ー 片 を 醗 酵 槽 の 長 さ 方 向 に 多 数 連 設
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し て 成 る も の に よ っ て 構 成 す る こ と に よ り 、 製 作 が 容 易 と な る ば か り で な く 、 破 損 時 に 当
該 カ バ ー 片 の み を 取 り 換 え る だ け で 済 む 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 、 図 １ か ら 図 ７ を 参 照 し つ つ 詳 説 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 醗 酵 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
図 中 符 合 １ は 、 長 さ ８ ０ ｍ 、 幅 ３ ｍ 、 深 さ 　 ｍ の 細 長 い 直 方 体 形 状 を し た 一 般 的 な コ ン ク
リ ー ト 製 醗 酵 槽 で 、 内 部 に 被 処 理 物 が 収 容 さ れ 、 底 部 か ら 強 制 的 に 空 気 が 被 処 理 物 内 に 送
ら れ て 被 処 理 物 の 醗 酵 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
２ は 、 醗 酵 槽 １ の 開 放 さ れ た 上 部 開 口 、 ３ は 、 バ ケ ッ ト 付 き の コ ン ベ ア 式 切 返 し 装 置 で 、
醗 酵 槽 １ の 天 端 に 沿 っ て 敷 設 し た レ ー ル １ １ に 沿 っ て 醗 酵 槽 １ の 長 手 方 向 に 走 行 し 、 被 処
理 物 の 切 返 し を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
４ は 、 醗 酵 槽 １ の 上 部 開 口 ２ を 覆 う 幅 方 向 に 伸 縮 自 在 な カ バ ー 体 で 、 両 側 端 部 を 醗 酵 槽 １
の 天 端 外 側 端 に 固 定 さ れ 、 醗 酵 槽 １ の 投 入 口 １ ａ か ら や や 離 れ た 位 置 か ら 醗 酵 槽 １ の 排 出
口 １ ｂ に か け て の 上 部 開 口 ２ の ほ ぼ 全 域 を 幅 方 向 及 び 長 さ 方 向 の 全 体 に わ た っ て 覆 っ て い
る 。
カ バ ー 体 ４ は 、 全 体 を 一 枚 の シ ー ト 材 に よ っ て 形 成 し て も 良 い が 、 幅 方 向 に 伸 縮 自 在 な 所
定 長 さ の カ バ ー 片 を 長 さ 方 向 に 多 数 連 設 し た も の で あ っ て も 良 い 。 カ バ ー 体 ４ は 、 図 ２ の
一 部 拡 大 図 に 見 ら れ る よ う に 、 幅 方 向 に 延 び る 蛇 腹 状 に 形 成 さ れ 、 蛇 腹 が 縮 ん だ 状 態 で 醗
酵 槽 の 上 部 開 口 を ほ ぼ 水 平 に 覆 っ て い る 。 カ バ ー 体 ４ は 、 こ の 蛇 腹 に よ っ て 幅 方 向 へ の 伸
縮 性 を 有 す る と も に 長 さ 方 向 へ の 撓 み 性 を 備 え て い る 。 下 面 か ら 作 用 力 を 受 け て 蛇 腹 が 伸
び た 状 態 で は 、 カ バ ー 体 は そ の 作 用 力 を 受 け た 部 分 の み が 上 方 に 広 が る 。 伸 長 率 は 切 返 し
装 置 の 大 き さ に も よ る が 、 例 え ば 収 縮 し て 醗 酵 槽 １ の 上 部 開 口 ２ を ほ ぼ 水 平 に 覆 う 基 本 位
置 に 対 し て 、 ２ か ら ３ 倍 程 度 あ る こ と が 望 ま し い 。
　 カ バ ー 体 ４ は 、 例 え ば 　 　 　 　 社 製 で 厚 み が 　 　 　 mm程 度 の 　 　 　 　 　 な ど の シ ー ト 材
に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
６ は 、 上 記 の よ う に し て 固 定 さ れ た カ バ ー 体 ４ に よ っ て 、 醗 酵 槽 内 に 堆 積 す る 被 処 理 物 ５
と の 間 に 形 成 さ れ た 水 蒸 気 の 拡 散 防 止 空 間 で （ 図 ４ と 図 ５ 参 照 ） 、 醗 酵 槽 １ の 投 入 側 で あ
る 前 方 端 と 排 出 側 で あ る 後 方 端 は と も に 解 放 さ れ て い る 。 拡 散 防 止 空 間 ６ は 、 上 記 大 き さ
の 醗 酵 槽 に お い て 、 例 え ば 高 さ が 　 　 ｃ ｍ で 、 全 体 の 容 積 が 　 　 　 　 　 程 度 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ７ は 、 醗 酵 槽 １ の 上 部 両 側 に 一 連 に 形 成 さ れ た コ ン ク リ ー ト 製 の 排 気 ダ ク ト で あ る 。 排
気 ダ ク ト ７ は そ の 基 端 部 が わ を 図 示 し な い 連 結 ダ ク ト を 介 し て 醗 酵 棟 外 に 引 き 出 さ れ 、 吸
引 ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ て い る 。 排 気 ダ ク ト ７ の 先 端 が わ は 、 醗 酵 槽 １ の 本 体 部 の 側 壁 上 部
に 醗 酵 槽 本 体 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 吸 引 用 の 開 口 部 ８ を 成 す 。 開 口 部 ８ は 、 拡 散
防 止 空 間 ６ に 臨 ん で い る 。 開 口 部 ８ は 、 比 較 的 に 狭 く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ９ は 、 切 返 し 装 置 ３ の 底 部 を 除 く 外 表 面 を 覆 う フ ー ド で あ る 。
フ ー ド ９ は 、 カ バ ー 体 ４ の 内 側 に 潜 り 込 み 及 び 抜 け 出 し が 容 易 な 側 面 形 状 に 形 成 さ れ 、 低
い 前 後 端 部 と な だ ら か な 山 状 曲 線 を 描 く 中 央 部 と を 有 す る 。 場 合 に よ っ て は 、 前 後 端 部 と
中 央 部 と の 境 目 な ど に フ リ ー に 回 動 す る 軸 部 材 を 横 設 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ３ か ら 図 ７ を 参 照 し つ つ 、 上 記 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 。
醗 酵 槽 に 投 入 さ れ た 被 処 理 物 ５ は 、 当 初 、 上 部 開 口 が カ バ ー 体 ４ に よ っ て 覆 わ れ て い な い
位 置 に あ る （ 図 １ ） ） 。 投 入 が 進 む と 、 切 返 し 装 置 ３ が 稼 動 し て 当 初 の 被 処 理 物 ５ を 排 出
口 方 向 に 向 け て 切 返 し を 行 い な が ら 前 進 さ せ 、 カ バ ー 体 ４ に よ っ て 覆 わ れ た 拡 散 防 止 空 間
６ を 有 す る 位 置 に 至 る （ 図 ３ ） 。 便 宜 的 に 、 切 返 し 装 置 ３ の 移 動 に つ い て 先 に 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
切 返 し 装 置 ３ は 、 カ バ ー 体 ４ の 前 方 端 に く る と 、 フ ー ド 前 端 部 が カ バ ー 体 ４ の 内 側 に 入 り
込 む 。 そ の ま ま 切 返 し 装 置 が 前 進 す る と 、 カ バ ー 体 ４ は 、 フ ー ド ９ と の 接 触 部 が 若 干 持 ち
上 げ ら れ る と と も に 接 触 部 に 位 置 す る 蛇 腹 部 が 広 が っ て ゆ く 。 広 が っ た カ バ ー 体 ４ は 、 フ
ー ド ９ の 表 面 に 沿 っ て 相 対 移 動 し 、 徐 々 に 持 ち 上 げ ら れ て さ ら に そ の 広 が り が 大 き く な り
、 や が て は フ ー ド ９ を 含 む 切 返 し 装 置 ３ の 全 体 を カ バ ー 体 内 に 潜 り 込 ま せ る 。 こ の と き 、
フ ー ド ９ が な だ ら か な 曲 線 を 持 つ 表 面 形 状 に 形 成 さ れ て い る の で 、 切 返 し 装 置 ３ は 、 無 理
な く カ バ ー 体 内 に 入 り 込 ん で ゆ く 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
切 返 し 装 置 ３ が 更 に 前 進 す る と 、 切 返 し 装 置 後 部 に 位 置 す る カ バ ー 体 ４ は 、 フ ー ド 後 部 の
曲 線 に 概 ね 沿 っ て 相 対 移 動 し 、 フ ー ド ９ の 高 さ が 低 く な る に つ れ て 徐 々 に 蛇 腹 部 を 収 縮 さ
せ て ゆ く 。
切 返 し 装 置 ３ が 通 過 し た 後 は 、 蛇 腹 部 が も と の 状 態 に 復 帰 し 、 カ バ ー 体 ４ は 醗 酵 槽 上 面 開
口 を ほ ぼ 水 平 状 態 で 覆 う （ 図 ４ ） 。
こ の 間 、 カ バ ー 体 内 に 潜 り 込 ん だ 状 態 で 切 返 し 装 置 ３ は 、 被 処 理 物 ５ の 切 返 し を 順 次 行 い
、 排 出 口 端 １ ｂ に 至 る （ 図 ５ ） 。 排 出 口 端 １ ｂ に 達 し た 切 返 し 装 置 ３ は 、 投 入 口 端 １ ａ に
向 け て 後 退 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
一 方 、 本 装 置 が 稼 動 し 、 拡 散 防 止 空 間 近 く に 被 処 理 物 ５ が 至 っ た 時 点 か ら 図 示 し な い 吸 引
ユ ニ ッ ト が 稼 動 さ れ る 。 拡 散 防 止 空 間 ６ は 、 こ れ に よ り 両 側 の 開 口 部 ８ か ら 吸 引 力 を 受 け
る 。 こ の 吸 引 力 は 、 高 さ の 低 い 拡 散 防 止 空 間 ６ の 前 後 の 解 放 空 間 か ら 入 り 込 む 空 気 を 醗 酵
槽 両 側 方 向 に 向 か う 強 い 流 れ に す る 。
被 処 理 物 ５ の 醗 酵 熱 に よ っ て 蒸 散 し 始 め た 水 蒸 気 は 、 拡 散 防 止 空 間 ６ に 表 れ る や 否 や 上 記
空 気 流 に よ っ て そ の ま ま 開 口 部 か ら 排 気 ダ ク ト 中 に 吸 い 込 ま れ る （ 図 ６ 、 図 ７ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
し た が っ て 、 発 生 し た 水 蒸 気 は 、 狭 い 空 間 と は い え ほ と ん ど 拡 散 防 止 空 間 ６ に 滞 留 す る 暇
が な く 、 素 早 く 排 気 ダ ク ト ７ に 導 か れ 、 被 処 理 物 ５ の 表 面 を 乾 燥 さ せ る 。
吸 引 ユ ニ ッ ト の 吸 引 量 を 適 宜 調 整 す る こ と に よ り 、 単 位 時 間 当 た り の 水 蒸 気 の 捕 集 量 が 変
化 す る の で 、 被 処 理 物 ５ に 含 ま れ る 水 分 調 整 が 可 能 と な る 。 ま た 、 吸 引 量 を 少 な く し て 空
気 流 を 弱 く す る と 、 被 処 理 物 ５ の 醗 酵 熱 に よ る 輻 射 熱 が 拡 散 防 止 空 間 に 溜 ま り 、 カ バ ー 体
４ を 暖 め る の で 、 水 蒸 気 が カ バ ー 体 裏 面 に 結 露 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
切 返 し 装 置 ３ が 稼 動 し て い る と き に も 、 水 蒸 気 の 吸 引 を 行 っ て 構 わ な い 。
水 蒸 気 （ 臭 気 を 含 む ） は 、 醗 酵 槽 外 に ほ と ん ど 漏 れ 出 す こ と が な い の で 、 醗 酵 棟 の 内 部 空
間 の 環 境 を 汚 し た り 、 悪 影 響 を 生 じ さ せ た り す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
排 気 ダ ク ト ７ の 開 口 部 ８ に は 、 こ れ を 長 さ 方 向 に 部 分 的 に 閉 塞 す る 遮 蔽 板 を 開 閉 自 在 に 取
付 け る よ う に し て も 良 い 。 ま た 、 解 放 部 分 に は フ ィ ル タ を 取 付 け る こ と も で き る 。
醗 酵 が 進 み 、 被 処 理 物 中 に 含 ま れ る 水 分 量 が 少 な く な っ た 箇 所 な ど で は 、 水 蒸 気 の 蒸 散 も
少 な く す る 必 要 が あ る 。 こ う し た と き に 、 遮 蔽 板 を 閉 じ て 当 該 箇 所 の 被 処 理 物 表 面 の 乾 燥
を 抑 え る 。 蒸 散 さ れ た 水 蒸 気 は 、 前 後 の 解 放 さ れ た 開 口 部 ８ か ら 排 気 ダ ク ト ７ に 吸 引 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ８ と 図 ９ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る 装 置 の 断 面 図 を 示 し 、 上 記 し た 実 施 例 の 図 ６
と 図 ７ に 対 応 す る も の で あ る 。 な お 、 図 ６ と 図 ７ に 記 載 さ れ た 実 施 例 と 同 一 部 材 に つ い て
は 同 一 符 号 を 付 す こ と に よ り 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
　 こ の 実 施 例 で は 、 カ バ ー 体 １ ４ が 醗 酵 槽 の 上 部 開 口 を 覆 う 面 積 を 有 す る 一 枚 の シ ー ト 材
か ら 成 り 、 両 側 に ア ン グ ル 材 １ ５ が 取 付 け ら れ 、 長 さ 方 向 に 所 定 の ピ ッ チ で 補 強 材 １ ６ が
幅 方 向 に 架 け 渡 さ れ て い る 。
　 カ バ ー 体 １ ４ は 、 ア ン グ ル 材 １ ５ を 切 返 し 装 置 ３ の レ ー ル １ １ 上 に 載 置 さ れ た 状 態 で 醗
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酵 槽 １ の 上 部 開 口 ２ を 覆 う 。 カ バ ー 体 １ ４ は 、 天 端 上 に 端 部 を 固 定 し て 引 張 さ れ た 図 示 し
な い チ ェ ー ン な ど の 牽 引 部 材 を 介 し て 幅 方 向 に ず れ な い よ う に な っ て い る 。
　 ま た 、 切 返 し 装 置 ３ の フ ー ド は 、 幅 が 上 部 開 口 よ り 若 干 大 き な 幅 に 形 成 さ れ て い る 。
　 し た が っ て 、 こ の 装 置 に よ れ ば 、 カ バ ー 体 １ ４ は 、 切 返 し 装 置 ３ が 内 部 に 潜 り 込 ん で 走
行 す る と き に 、 当 該 部 分 の み が 図 ９ に 見 ら れ る よ う に 上 側 に 持 ち 上 が る 。 持 ち 上 が っ た カ
バ ー 体 １ ４ の 開 放 さ れ た 側 方 部 分 は 切 返 し 装 置 ３ の フ ー ド 側 面 に よ っ て そ の 殆 ど を 埋 め 尽
く さ れ る の で 、 拡 散 防 止 空 間 ６ 内 の 水 蒸 気 や 臭 気 が 外 部 に 漏 れ だ す こ と は な い 。
本 実 施 形 態 の カ バ ー 体 は 、 前 記 し た 実 施 形 態 の も の よ り 、 比 較 的 低 コ ス ト で し か も 必 要 な
箇 所 の み を 適 切 に 覆 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
な お 、 本 発 明 に お い て 、 前 記 し た よ う に カ バ ー 体 は 必 ず し も 表 面 広 が り 性 を 備 え た も の で
あ る 必 要 は な い 。 切 返 し 装 置 が カ バ ー 体 の 内 側 に 潜 り 込 む と き の 表 面 広 が り 性 は 、 カ バ ー
体 自 体 の 伸 縮 性 に 頼 る こ と な く 、 図 ８ と 図 ９ に 見 ら れ る よ う な 他 の 付 加 的 な 構 造 に よ っ て
実 現 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 伸 縮 性 を 持 た せ る 場 合 、 非 伸 縮 部 と 伸 縮 部 と を 交 互 に
配 置 し 、 カ バ ー 体 全 体 に あ る 程 度 の 剛 性 を 持 た せ る よ う に す る こ と も で き る 。
本 発 明 に お い て 、 拡 散 防 止 空 間 中 の 水 蒸 気 は 、 醗 酵 槽 の 両 側 に 開 口 部 を 持 つ 排 気 ダ ク ト か
ら 吸 引 す る の で は な く 、 他 の 吸 引 構 造 に よ っ て 捕 集 し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 醗 酵 処 理 装 置 の 概 略 構 成 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に 係 る 装 置 に 用 い ら れ る カ バ ー 体 の 一 部 拡 大 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 図 １ に 係 る 本 発 明 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 概 略 構 成 図 で 、 切 返 し 装 置 が カ バ ー 体 に
潜 り 込 み 始 め た 状 態 を 示 す 。
【 図 ４ 】 図 １ に 係 る 本 発 明 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 概 略 構 成 図 で 、 切 返 し 装 置 が カ バ ー 体 に
潜 り 込 ん で 醗 酵 槽 の 中 ほ ど に 至 っ た 状 態 を 示 す 。
【 図 ５ 】 図 １ に 係 る 本 発 明 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 概 略 構 成 図 で 、 切 返 し 装 置 が カ バ ー 体 に
潜 り 込 ん で 醗 酵 槽 の 排 出 端 に 至 っ た 状 態 を 示 す 。
【 図 ６ 】 図 １ の A－ A線 断 面 図 。
【 図 ７ 】 図 ４ の B－ B線 断 面 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に 係 る 装 置 の 断 面 図 で 、 カ バ ー 体 が 醗 酵 槽 の 上 部 開 口 を 覆 っ
て い る 状 態 を 示 す 。
【 図 ９ 】 図 ８ の 装 置 の 断 面 図 で 、 切 返 し 装 置 が カ バ ー 体 内 側 に 潜 り 込 ん だ 状 態 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ 　 　 　 　 　 　 　 　 醗 酵 槽
　 ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 醗 酵 槽 の 上 部 開 口
　 ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 切 返 し 装 置
　 ４ 、 １ ４ 　 　 　 　 　 カ バ ー 体
　 ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 被 処 理 物
　 ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 拡 散 防 止 空 間
　 ７ 　 　 　 　 　 　 　 　 排 気 ダ ク ト
　 ８ 　 　 　 　 　 　 　 　 排 気 ダ ク ト の 開 口 部
　 ９ 　 　 　 　 　 　 　 　 切 返 し 装 置 の フ ー ド
１ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 レ ー ル
１ ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 ア ン グ ル 材
１ ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 補 強 材
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